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アンケート回収数は、児童77名 、保護者76名 、教職員9名 である̀

回収したアンケートのうち、評価項目によつては無回答の場合t)あるため、評価(A～ D)は集計した実数ではなく、割合(%)で示している。

平均、総合評価は、比較しやすいように4点を最高として示している。 《平均》 (4点 ×Aの回答数 +3点 ×Bの回答数  )■ 回答総数

(A:よくあてはまる B:ややあてはまる C:あまりあてはまらない  D:全くあてはまらない )1 学 び【知育】

＼ 評 価 項 目
評  価

学校の自己評価のコメント 学校評価関係者によるコメント

対 象 A B C D 平 均 総評

1

先生は、一人一人の子どt)に対して分かりやすい

授業を行つている。
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〇 小規模校・少人数学級であることの利点を生かし、児童一人一人の実

態把握に基づく指導法の工夫改善や個に応じた指導を心力ヽ すてきた。

児童・保護者の回答結果からその取組を肯定的にとらえていることがうか

がえる。
○ 学習習慣の評価指標として児童の自己評価80%達成を挙げたが、
70%の達成率であつた。姿勢や自分の考えを発表する態度など継続し

た指導が必、要である。
○ 家庭学習の評価指標として児童の自己評価90%達成を挙げたが、日

標以上の回答であった。児童一人一人の取組を適切に評価するととt)に

見届けを確実に行うことが大切であると考える。
○ 読書習慣定着として読書貯金、家読の推進に取り組んだ。評価指標と

して読書量を低学年学期80冊、中・高学年学期 1000Pと したが、概ね

達成できそうである。今後は質の向上を目指したい。
○ 学力向上に関わる評価指標としてCR´ 1｀ (現学年での学習内容のテス

ト)国語・算数で全国平均を上回ることを挙げたが、全校平均で国語が全

国比 101、 算数が104、 理科が101であった。いずれも全国平均を上回
つ た

◇ 読書推進をこれからモ)続けてほしい。
◇ 読書の習慣は将来とも大切で必要であり、定着はたい

へんよいと思う。
◇ 子どもたちの読書貯金、家読の推進の結果は年々の

積み重ねとその実行に対するチェックと評価がその後の

励ましにもなるので、大変だとli思うが今後も確実に行つ

てほしい。
◇ 〇年生は宿題が多すぎるとか、少ないとか…色々と耳

にする。私は一番大事な時期に机につく時間を身に付
けることは大賛成である。習慣は低学年で付けさせること
は大事だと考える。

◇ 中学校に入学後はほとんどが塾通いが必要と聞く。少
人数の利点を生かして低学年のうちにしつかり基礎学力
を身に付けさせてほしい。

◇ 先生方の自己評価が低い。1)っと自信をもつてよいの

ではな い力、

2
先生は、学習中の姿勢や発表の仕方など、望ま

しい学習習慣の定着のために、適切な手立てをと
り、働き力ヽ すを行つている。
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先生は、宿題や宅習など、日々の家庭学習への

適切な手立てをとり、働き力
'す

を行つている。
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先生は、本に親しみ、読書習慣を定着させるため
の、適切な手立てをとり、働き力ヽ すを行つている。
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2 笑 顔【徳育】

＼ 評 価 項 目
評  価

学校の自己評価のコメント 学校評価関係者によるコメント

対 象 A B C D 平 均 総評

学校は、元気なあいさつや正しい言葉づかいに
ついて適切に指導している。
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基本的な生活習慣と環境美化について、児童の自己評価90%を評

価指標として挙げたが、若干下回った。明るく元気のよいあいさつをする

児童は多い。無言清掃も徹底している。今後はいつで1)、 誰に対しても、

同様の取組ができるように指導を継続する必要がある。

環境美化に関して保護者から高い評価を得られた。学級園や学校園

施設環境整備を計画的に行つた結果と考える。
不登校児童が1名 いる。関係機関とも連携し改善の兆しは見られつつ

ある。不登校につながる深刻ないじめもなかつた。毎月アンケートを実施
しているが、遊びの中での言い争いや思いやりに欠ける言動があがるこ

とがあった。その都度学級担任や生徒指導主事が指導をし、人間関係
がこじれないように留意している。

地区での登校班編制、地域の方々の見守り活動、水曜 日の一斉下校

等により登下校の安全が保証され交通事故はなかつた。計画的に避難

訓練を実施し、児童・教職員とも確実に意識が高まつている.

登校時は元気のよいあいさつがある。家庭・地域での

日常生活においても学校生活と同様に明るく元気なあい

さつができる習慣を育てる環境づくりに学校・家庭・地域
が共に取り組むことが重要である。

あいさつについては私自身極力進んで行うようにして
いる。子どもたちが先だとか、後だと力ヽ ま関係ないと思う。

保護者は好感をもつて子どt)たちを見守つていることが

伺える。まずそれが第一と考える。
私も月に3～ 4回 、子どt,た ちと接する機会がある。そ

の日によつて言葉遣いや態度に目を見張ることがある。
そのような時に限って、宿題プリント等を終えて運動場に

出ると、先生に呼ばれて話をしている姿を見てきた。そん

な時に、他の子どもたちがいないところでの指導をされて
いるのだと感心した。しかt,何かあつたその時に指導する
ということは今後も実行していつてほしい。

不登校、いじめ等はないことが第一である。ちよつとし
た言動が原因になるのではないか。その対応はもちろん

行動等を注視しておくことt)大切と′Bう。

学校は、清掃が行き届いており、花づくりなど美
化活動・環境整備に努めている。
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学校は、いじめや差別のない温かい人間関係づ

くりに努めている。
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8
学校は、安全な登下校や危険から身を守る態度

の育成ついて、適切な手立てをとり、働き力ヽ すを行つ
ている。
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日向市立寺迫小学 (N02)3 元 気【体育・食育】

4 絆 【連携・学校全般】

5 校長所見

＼ 評  価  項  目
評  価

学校の自己評価のコメント 学校評価関係者によるコメント

対  象 A B C D 平 均 キな:F

1)

学校は、運動に親しみ、体力向上をさせるための

適切な手立てをとり、働き力寸ナを行っている。
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校保

心身の健全な発達と体力の向上は最t)重要であり、業
間体育、運動の習慣化等の実施はたいへんよいと思う。

体カテスト等は大切であると考える。これを基に児童の

体力等を見極めながら、運動に関心を高める個々の指導
も時には必要ではないかと考える。

健康づくりには生活リズムの定着は当然で、食の大切さ
G懇

謬留労講碧鰍 厚婆統 λ 、と思沈 今後帥 断
なく呼び力ヽ す、学校保健委員会等での協力要請をお願い
していってほしい。
, 元気面 (心・体 )、 寺迫小の子どt)たちは素晴らしいと思
う。教職員の皆さんの一糸乱れぬ連携だと考える。

浦盤 鵠七1倉轟 妻が濃得懸
行っている。
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学校は、給食指導や食に関する指導について、

適切な手立てをとり、働き力ヽ すを行つている。
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学校は、歯の健康づくりをめざし、歯みがき指導や
むし歯の治療の奨励について、積極的に取り組んで
いる。
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＼ 評 価 項 目
評   価

学校の自己評価のコメント 学校評価関係者によるコメント

対 象 A B C D 平均 総評

る要諦ふL亡ξ嚢き警2訟公航膿空そ獣 雄
かけを行つている.
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動後の反省を確実

◇ 郷上の文化、特に若山牧水に関する行事等はたいヘ

んよいことであり、今後も続けてほしい。
◇ 若山牧水短歌大会入賞作品集を拝見した。本当に多く

の子どt)たちが入賞していたことが、我が事のように嬉しく
感じた。やはり何だかんだ考えることt)大事だけど、発表の

◇
場
19晦 筆渫雉 、児童にとつて貴重な体験

の場として展開→
~る

ことを望む。
◇ 地元のよさを知る学習、例えば石碑文を知るなどの学

習も取り入れてほしい。
◇ぃ       赫:等閣

=永

こ復災二5
と力ヽ ま高齢者が増えつつある現在では難しい。

◇ 学校便りは家庭・地域に対する情報の提供に連携を図
る場でもある。今後も期待している。

◇な啓誇雑 とM習 鴨瑾螺彗晰毎貧翌E議
手だてが必要ではないか。

14 材設芳こえ肇竃疑鞘罷鶏1)島割選″1絆襲露
る。
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学校は、教育目標や学校の取組等の情報等を各
種会議会、学校だより、ホームページ等を通して分
かりやすく伝えている。
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参観日や学校行事は、保護者や地域との連携を
めざした内容を工夫し、計画的に実施されている。
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○ 安全指導や体力向上、食に関する指導、ふるさと学習等で望ましい評価が得られている。地域や家庭の協力を得ながら継続して取り組んできた成果であろうが、今後は新たな視点()加えながら、活動の充実を図つていきたい。郷土

愛を育み、豊かな体験活動を実施するために家庭・地域との連携を深めながら、教育活動を充実させ、信頼される学校づくりに努めていきたい。


